
Common＆Community＆Garden

美しい本拠地、美しい村（ヴィレッジ）

ヴィレッジセミナー2025

Village

進化し続ける、憧れの本拠地を創る
企業の世界観を伝える場 ２/１９(水)

13:45-17:10
トラストシティ・
カンファレンス・
丸の内

憧れの本館、憧れの本拠地＝ヴィレッジは、世界観を提示する場。

世界観を創ることにすべての本質がある。

今後、“地域の公性・集いと仲間・四季を感じる庭”が重要な要素となります。

※録画配信あり

300坪からの規模別開発
本館・本拠地・ヴィレッジの開発

本館、本拠地、ヴィレッジ
の新規開発とリボーン開発



企業の世界観

世界観を社員が明示する場が「ヴィレッジ」

ブランド価値の創造

私達が大切にしていること

こんな地域にしたい＝理想の地域

素敵な暮らし、幸せな人生

企業の“真善美”

企業にとって、ブランド価値の創造とは、世界観の暗示

世界観に共感共鳴
「声なくして感じる」

行きたい
関わりたい
参加したい

その企業らしさ・ブランドらしさ
～雰囲気・空気、世界設定

暮らし方と生き方がみえる
ライフスタイルがわかる
ライフスタイルに憧れる

お客様が、企業をどう見ているか、捉えているのか？それに応える場がヴィレッジ。

企業・ブランドのアイデンティティはヴィレッジの“社員の行動”に現れる。
お客様にそのブランドらしさを定着させる。

世界観を
五感で表現
～体感

世界観を
行動で表現

お客様

商品・サービス・機能
やり方ではなく“あり方”

規模別の開発展開
①300～500坪
②1,500～3,000坪
③5,000～7,000坪
④1万坪以上



自然景観を活かした開発
～四季の自然の変化
散策路、花見台、冬のスノーシュー等

企業の世界観を表現し、お客様に世界観を体感してもらう場がヴィレッジ

「八海山 魚沼の里」
→八海山の世界観、地域（魚沼）の文化＆アルコール文化を感じる
“憧れの本拠地”

一番最初の開発
日本酒の製造工場「第二浩和蔵」
基本見学不可
（時期によって予約対応）

日本の田園風景
ここを訪れるファンのために
物販売場を設けた→「八蔵」
横に酒と食に関する本を集め
た資料館（図書館）を展開
→「八蔵資料館」
■魚沼の里のオープン前①

雪室完成後はギフトを包むを
テーマとした「つつみや八蔵」へ転換

手打ちそばの店舗を開発
そばと酒を愉しむ店舗「そば屋 長森」
■魚沼の里のオープン前②

そば畑
「長森」が繁盛し、食事をする
場所がさらに必要になり開発
うどん屋から変化しおにぎり屋へ
「にぎりめし てっぺん」
■魚沼の里のオープン前③

魚沼の里ガーデン

焼酎工場
深沢原蒸留所

石堂神社

魚沼農園

日本酒、糀を活用した
お菓子の専門店「菓子処 さとや」
■魚沼の里のオープン前③

自然の雪を利用した貯蔵（見学）
自社商品、地域の食品専門商品、
高品質の雑貨、試飲の展開
～物販の本店としての位置づけ。
→「八海山雪室」
■魚沼の里開発①

お菓子の売上増に伴い、
菓子工場の開発
2階は料理教室の機能
→「ブラン ドゥ ブラン」
■魚沼の里開発①

社員食堂の開発
お客様も飲食できる
→「みんなの社員食堂」
■魚沼の里開発②

研究棟

ウイスキー貯蔵庫

地域の企業ブランド育成
→「Little M.」
■魚沼の里開発③

自然 文化 郷愁
よき
人々

地域の企業ブランド育成
→YUKIMURO WAGYU

UCHIYAMA
■魚沼の里開発③

クラフトビール工場＋物販
＋イートイン
→猿倉山ビール醸造所
■魚沼の里開発③

年々発展し、進化＆深化するヴィレッジ
～商品・サービス付加、機能の拡がり、動機拡大、滞留時間の延長

製造工場（日本酒、焼酎、ビール、菓子）
物販（自社商品、地域食品、菓子、雑貨）
飲食（そば、おにぎり、食堂）、カフェ
料理教室、資料館、ガーデン、農園
雪室、貯蔵庫
地域ブランド支援（肉、ジェラート、パン、コーヒー）Common＆Community＆Garden

ヴィレッジのモデル「魚沼の里」から学ぶ！



コロナを経て、人々の価値観が大きく変化しました。

AIの時代、人間の本質的な願いを求める様になりました。

～人間は人間に感動する。大切なものはお金で買えない。

価値観と
人間の変化

企業からの継続的な提案と
顧客との関係性によってつくられる価値
～企業と繋がっている価値、馴染み度

ブランドの体験でつくられる
世界観の体感でつくられる経験
～顧客が実感できる価値

商品やサービスの機能によって
つくられる価値

モノからコトへ、そして今トキと、エンの時代に。そこに対応した施設、商品、サービスを提案できていますか？

モノ

コト

トキ

エン
Art：心の中にある思いをカタチにする
Management：人と人を繋げる
Hospitality：人の心を動かす力

体験を経験にする、継続と体系化
世界観を体験できるプログラム

エン、トキと結びついた商品・サービス
物語を背景に持つ商品・サービス

集客の4要素：時代で変わらない魅力 企業の理念・世界観を機能、商品、サービスに落とし込む＝一貫性と「空気の価値」

Nature

NostalgiaCulture

Fantasy
理念・哲学

世界観

ヴィレッジのコンセプト
～企業が伝えたいこと
空間感の価値

独自性価値＝名物商品・オリジナル商品
～地域素材、自社の強みをベースとした主力商品
物語（ナラティブ）と言葉

記憶価値を創る経験
～体験教室を経験にし、教養とするプログラム

【人間性価値中心主義】

時間価値＆滞在時間の延長化
～ヴィレッジで過ごす時間の価値と動機開発

つながり価値づくり
～同志的結合をつくるコミュニティづくり

企業の理想

「小さな夢、少しの贅沢」を叶える

天地自然

よき人々

文化 懐かしさ

経験価値



ヴィレッジにおける、８つの新しい取組み。

“良き記憶”＝人間と人間の関係性の中に存在する。

世界観を提示「こんな未来はどうですか」「こんな未来に進んでいきます」

ヴィレッジの
新しい取組み

ショップインガーデン取組み１ ENGAWAコミュニティ取組み２

ファクトリーストアの深化取組み３ 福祉の要素の展開取組み４

“農”への深い関り取組み５ 体験を経験にするスクール取組み６

地域商品育成“試食の場”取組み７

花と緑の自然に囲まれた店舗
庭での収穫→体験、素材活用
節の変化と歳時記を体感させる

地域の人が集うサロン、Eｎｇａｗａ
顧客参加型、コミュニティ活動
つながりをつくり、個別対応する

一部実演から、本格ファクトリーへ
顧客ニーズへの対応＆交流
地域に開かれたファクトリー

地域福祉の役割～幸せに寄り添う
人が集い、笑顔が満ちる場づくり
地域の組織やボランティアと連携

農業との連携、物語づくり
自社の“農”への取組み
～主力素材の関り、独自性の源

体験が経験となるプログラム
感性を磨き、人との関係をつくる
顧客の経験知を高めていく

売るのではない、体験して伝える
試食体験専門の場の展開
地域の隠れた逸品の発見＆育成

販売員からコンシェルジュへ取組み８

個別対応力 世界観を伝える
お客様の願いを引き出し叶える
親身になって共に考える

世界観を、8つの取組みでデザインする。～感じる、体感できる場をつくる

既存のヴィレッジで、“繁盛病“に陥らないで、新しい取組を行い、進化＆深化しているところは、

今後ますます、お客様の支持を受けて発展しています。

Community

Common

Garden

Common

Common

CommunityGarden

Community



セミナー開催概要

【講座スケジュール＞

時間 講座タイトル 講師

第一講座
13:４５-
１４:４０

これからのヴィレッジ、地域を創り、つなげる
良き記憶をつくる

株式会社S・Yワークス
代表取締役
佐藤 芳直

第二講座
14:５０-
１６：00

ヴィレッジ新業態提案①
お客様の心を動かし、集客する

規模別の本館・本拠地・ヴィレッジ開発

株式会社S・Yワークス
常務取締役
葛西 孝太郎

第三講座
16:10
17:10

ヴィレッジの新業態提案②
つながりをつくり、同志的結合を創る
経験価値と繋がる価値を具体化する

株式会社S・Yワークス
常務取締役
葛西 孝太郎

講師紹介

代表取締役 経営コンサルタント

佐藤 芳直
早稲田大学商学部を卒業後、株式会社日本マーケティングセンター

( 現 株式会社船井総合研究所) に入社。20 代から一躍トップ

コンサルタントとして第一線で活躍。1994 年、

当時の上場企業最年少役員に就任。

2006 年 3 月、同社取締役常務執行役員を退任。

同年 4 月に家業である会計事務所を統合し、財務戦略と

経営コンサルティングを主業とした株式会社 S・Yワークスを

設立、代表取締役に就任。「経営の目的は永続にあり」の

哲学のもと、“百年企業の創造” を提唱し、

その一貫した佐藤哲学には熱烈な信者が数多く存在する。

様々な業種・テーマのコンサルティングを行って
いる。
企業の業績向上、新ブランド開発、新業態開発、
ヴィレッジ開発に数多くの成功を収めている。
また企業の一体化コンサルティングにも多く携
わり、企業理念の構築と浸透、企業のグランド
デザインづくり、ヴィジョン策定、EH（社員幸福）
に取組んでいる。

常務取締役 経営コンサルタント

葛西 孝太郎
【ご参加費用】

■会場参加・録画配信ともに同一料金です。

33,000円/お一人様
セット料金 2名パック：61,600円 3名パック91,300円

【参加方法のご案内】

■会場参加

■録画配信

トラストシティ・カンファレンス・丸の内

〒100-0005 東京都千代田区丸の内１丁目８−１

配信期間： 2025年 2/26（水）～３/５（水）

（料金は税込です。）

※セミナー申込用紙（別紙）をご記入いただきFAXでお申し込みください。

〒980-0811
宮城県仙台市青葉区一番町1-2-25NSビル8階

TEL：022-722-2007 FAX：022-722-1770
担当：葛西・山田

株式会社S・Yワークス
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